
資料4

真庭市の基礎データ（1）

〇面積 829 ㎢ R1.10.1
〇人口 44,539 人 R2.4.1

北房 4,987 人
落合 13,425 人
久世 10,480 人
勝山 6,975 人
美甘 1,129 人
湯原 2,469 人
蒜山 5,079 人
合計 44,544 人

〇年齢別人口（R2.3.31）
0～14歳 4,985 人 11.19%
15～64歳 22,319 人 50.11%
65歳以上 17,235 人 38.70%

〇財政状況（平成30年度決算）

財政力指数 0.30

経常収支比率
（％） 90

公債費負担比率
（％） 17.1

財政調整基金
（千円） 11,866,976

一般会計当初
予算(千円)

図書館費
予算(千円) %

平成27(2015)
年度 29,146,000 68,741 0.24%

平成28(2016)
年度 29,110,000 148,828 0.51%

平成29(2017)
年度 31,065,000 955,081 3.07%

平成30(2018)
年度 29,010,000 245,615 0.85%

平成31(2019)
年度 29,588,000 167,281 0.57%

令和2(2020)
年度 30,978,000 157,390 0.51%

財政力指数とは、地方税等の自主財源がどのくらいの割合かを示すものです。
この数字が1.0ということは町の需要を町の税収のみでまかなっているということであ
り、この数値が低いほど地方交付税などに依存しているということになります。

経常収支比率とは、人件費や扶助費、公債費等の義務的に支払わなければなら
ない経費がどの程度の割合を占めているかをしめす指標で、この数値が高くなるほど
新規の事業などを行う余裕がなくなっていくことを示しています。市にあっては80％、
町村にあっては75％程度が妥当なラインと言われています。

一般財源の総額のうち、公債費（過去の借金の返済金）に要した金額がどの程
度の割合を済めているかを示す指標です。この比率が高いほど財政運営が硬直化
していることを示しており、15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされています。

家計における貯金にあたるもの。基準財政需要額の約10%程度は、必要とされて
います。※真庭市の基準財政需要額は170億3275万9千円なので、約69.7％

R2.3.31



資料4

真庭市の基礎データ（2）
令和2年度　児童生徒数、学校支所配置、司書教諭発令（R2.5.1現在）

児童生徒数 学校司書配置 司書教諭発令

1 北房小 207 A ○

2 落合小 188 B ○

3 天津小 149 C

4 木山小 94 D（中央館と兼務） ○

5 美川小 107 A ○

6 河内小 59 E（中央館と兼務） ○

7 川東小 97 F ○

8 遷喬小 391 F ○

9 草加部小 35 D（中央館と兼務） ○

10 米来小 86 G ○

11 樫邑小 6 D（中央館と兼務）

12 余野小 16 E（中央館と兼務）

13 勝山小 213 C ○

14 月田小 44 E（中央館と兼務）

15 富原小 25 D（中央館と兼務）

16 美甘小 42 H

17 湯原小 91 H ○

18 中和小 24 E（中央館と兼務） ○

19 八束小 117 I ○

20 川上小 86 I ○

合計 2077

1 北房中 108 A ○

2 落合中 321 B ○

3 久世中 309 G ○

4 勝山中 192 C ○

5 湯原中 47 H ○

6 蒜山中 131 I ○

合計 1108
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令和２年度予算　他自治体との比較　（ネットで調べることができた自治体のみ）

自治体名 一般会計当初予算(千円) 図書館費予算(千円) %

瀬戸内市 19,648,348 103,203 0.53%

真庭市 30,978,000 157,390 0.51%

津山市 45,943,000 206,553 0.45%

井原市 22,905,000 90,781 0.40%

新見市 26,008,755 98,059 0.38%

岡山市 343,262,729 902,117 0.26%

備前市 19,302,980 27,121 0.14%


